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「
人
襲
ら
し
く
生
き
る
ほ

会
津
地
区
社
会
教
育
指
導
員
連
絡
協
議
会
長

田
　
正
　
良

退
職
し
て
早
や
二
年
半
が
過
ぎ
、

現
在
私
は
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
、

日
々
の
講
座
を
と
お
し
て
小
学
生
か

ら
中
高
年
ま
で
の
人
た
ち
と
関
わ

っ

て
い
る
。

先
日
、
小
学
生
向
け
の

「夏
休
み

大
作
戦
」

の
講
座

の
中

で
、
私
は

「
杜
子
春
」
に
出
会

っ
た
。

人
間
に
愛
想
が
尽
き
た
杜
子
春
は

仙
人
を
め
ざ
し
た
が
、
母
の
声
に
よ
っ

て
最
後
の
関
門
は
閉
ざ
さ
れ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
鐵
冠
子
に
言

っ
た
言

葉

『
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
』
。

衝
撃
を
覚
え
た
。
こ
の
感
情
は
あ

の
日
と
同
じ
だ
。

私
が
芸
能
界
の
虚
構
の
世
界
に
身

を
置
い
て
い
た
、
確
か
二
十
七
歳
の

時
で
あ
る
。
末
瑞
で
も
が
き
、
人
間

不
信
か
ら
自
分
を
見
失

っ
て
い
た
私

は
、
あ
る
山
寺
に
リ

ュ
ッ
ク
ひ
と

つ

で
飛
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

冬
、
寺
の
修
行
は
厳
し
い
も
の
で

あ

っ
た
。
朝
夜
の
座
禅
、
掃
除
、
読

経
、
学
習
会
、
質
素
な
食
事
の
繰
り

返
し
の
毎
日
が
続
い
た
。
厳
し
い
戒

律
生
活
と
和
尚
と
問
答
の
日
々
は
、

い
つ
し
か
私
の
心
を
徐
々
に
和
ま
せ

て
い
き
、
悩
み
の
心
は
す

っ
か
り
晴

れ
て
い
た
。
あ
る
日
、
和
尚
は
私
に

「
こ
の
ま
ま
、
仏
門
に
残
り
ま
す
か
。」

と
言

っ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
和
尚

の
言
葉
は
杜
子
春
に
対
す
る
鐵
冠
子

の
声
で
あ
る
。
私
が
選
ん
だ
道
は
、

も
と
の
世
界
の
人
間
ら
し
さ
だ

っ
た
。

そ
し
て
教
職
の
道
を
歩
み
出
し
、
年

齢
を
重
ね
た
。

そ
ん
な
道
を
歩
ん
で
き
た
は
ず
な

の
に
、
現
職
の
最
後
の
頃
は
、
す
べ

て
の
苦
悩
か
ら
早
く
解
放
さ
れ
た
い

と
願
う
自
分
が
あ

っ
た
。
退
職
後
は

平
穏
な
心
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た

が
、
公
私
に
わ
た

っ
て
心
は
晴
れ
に

は
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
ん
な
と
き
震

災
が
起
こ
り
、
私
の
み
な
ら
ず
老
若

男
女
を
問
わ
ず
閉
塞
感
を
持

つ
人
が

多
く
な

っ
て
い
た
。

「
杜
子
春
」
に
衝
撃
を
受
け
て
か

ら
の
あ
る
日
（
出
前
講
座
終
了
後

「
先
生
の
話
を
聞
き
、
少
し
希
望
が

出
ま
し
た
。
」
と
あ
る
女
性
か
ら
思

い
が
け
な
い
声
を
か
け
ら
れ
た
。
被

災
か
ら
逃
れ
て
き
た

一
女
性
の
言
葉

で
あ

っ
た
。
自
分
に
も
人
を
励
ま
す

力
が
あ
る
。
私
も
生
涯
学
習
の
世
界

で
希
望
を
持
ち
、
人
間
ら
し
く
生
き

て
み
よ
う
。
悩
み
な
が
ら
も
…
。

学
校
経
営
全
体
の
課
題
解
決

に
向
け
た
支
援
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
、
所
長
訪

間
と
管
理
訪
間
を
併
せ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
訪
間
で
は
、
授

業
を
参
観
す
る
と
と
も
に
、
各

学
校
の
課
題
に
関
す
る
協
議
に

時
間
を
か
け
、
課
題
の
内
容
に

応
じ
た
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。

一！学
期
の
訪
間
で
は
、
学
力

向
上
の
た
め
の
少
人
数
指
導
や

校
内
研
究
の
工
夫
な
ど
、
校
長

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
学
校
の
課
題
に
対
す
る
組
織

的
な
取
組
み
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
生
徒
指
導
の
面
で
も
、

個
々
の
教
員
の
指
導
力
に
の
み

頼
ら
ず

に
、
共
通
指
導
事
項

（実
践
事
項
）
を
明
確
に
し
て
、

組
織
を
生
か
し
た
指
導
を
行
い
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の

一
方
で
、
授
業
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
様
子
や
教
員
の

指
導
、
教
室
の
様
子
や
学
級
経

営
な
ど
学
習
環
境
の
状
況
に
課

題
が
見
ら
れ
た
学
校
も
あ
り
ま

し
た
。
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、

目
標
を
明
確
に
示
し
て
教
員

一

人

一
人
の
意
欲
を
高
め
、
組
織

を
効
果
的
に
動
か
す
た
め
の
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

不
祥
事
防
止
の
取
組
み
に
も

工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
会

津
域
内
で
は

一
学
期
に
、
体
罰

や
酒
気
帯
び
運
転
の
不
祥
事
が

発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
教

職
員

一
人

一
人
が
、
事
故
や
不

祥
事
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
て
未
然
防
止
に
努
め
る
よ
う
、

校
内
服
務
倫
理
委
員
会
に
お
い

て
事
例
研
究
や
体
験
を
生
か
し

た
協
議
等
を
行
う
と
と
も
に
、

生
徒
指
導
に
お
い
て
も
組
織
的

・

計
画
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
し
い
体
制
が
整

っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
再
点
検

し
、
課
題
解
決
や
不
祥
事
防
止

に
向
け
て
実
効
あ
る
取
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
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1 地 域家庭教育推進会津ブロックセミナー

(1)趣 旨 :各郡市 PTA連 絡協議会等との連携により、会津地区における家庭教育の推進や地域

教育力の向上を図る。

(2)対 象 :関係団体及び関係者、各小 ・中学校保護者

(働 日 時 :平成 23年 11月 26日 (土)

り 会 場 :会津若松市北会津公民館、北会津農村環境改善センター

2 子 ども読書活動推進研修講座

(1)趣 旨 !地域で子どもの読書活動を推進するボランティ

援等もできる人材を育成する。

(2)対 象 :子 どもの読書活動推進に向けて活動する方々、

援等に関心のある方

G)日 時 :平成 23年 12月 7日 (水)～ 9日 (金)

14)会 場 :会津若松市生涯学習センター 「会津稽古堂J

(5)主 な日程 (案)

アの資質向上を図り、学校図書館の支

活動に関心のある方、学校図書館の支

① 12/7(水 )概 論研修 (講演、講義)  13:00～

② 12/8(木 )実 務的研修 (講義、演習) 10:00～

③ 12/9(金 )先 進事例に学ぶ (講義等) 10:00～

1 6 : 2 0

1 6 : 0 0

1 5 1 0 0

* 詳 細については、ホームページでお知らせいたします。 http://www.aizu eo.fks ed jp/   ミ
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諸ンンンンン種ン種ン種ン種ン種ン種ンヽ議ンンヽ熙ンンンンンン|
震災の影響で授業がままならない地区が多い中、    り や児童生徒相互及び教師と児童生徒の信頼関 |

会津教育事務所管内の小中学校において通常の授

業ができることはありがたい限りです。 1学 期は

幼小中あわせて 50回 の訪間をさせていただきま

した。

以下、よく努力している点と課題として今後取

り組んでいただきたい点について述べます。

○ 幼 稚園では計画的に環境を構成しながら、深

い信頼関係のもとでのびのびとした保育が行わ

れていました。

○ 小 学校では全面実施された新学習指導要領に

沿った新しい授業のあり方を追究しようとする

実践が多く見られました。

○ 小 。中学校ともに、言語活動の充実を現職教

育のテーマとして取り上げている学校が見られ

ましたも注目度の高いテーマであるので、研究

の深まりを期待しています。  t、

○ 自 分の考えを素直に表現できる学級の雰囲気

に支えられた授業が多くありました。学級づく.

係づくりが授業の質に大きく関わります。学習

の構えと同様に大切な視点です。

○ 思 考力 ・判断力 ・表現力の育成を目指した取

組みが見られました③既成の型にとらわれるこ

となく、十分な時間を確保して児童生徒の考え

を引き出す授業が求められています。

● 学 習内容が増えたことに伴い、指導内容の的

確な把握が必要になります。各教科 ・各学年ご

との指導内容一覧を作成するなどの工夫を次年

度の教育課程編成で行ってください。

● 移 行期間最終年度となる中学校においては、

来年 4月 に全面実施される新学習指導要領によ

る新しい授業のあり方を今年度のうちから研究

してください。

● 県 立高校入試や県立中学校適性検査の問題、

全国学力 ・学習状況調査や定着確認シートの問

題を分析し、求められている学力を身に付けさ
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金山町教育委員会教育長

目黒 則 雄

朝 6時の 「牧場の朝」、正午

の 「お、るさとJ、夕方 5時 の

「夕焼小焼」のメロディーは、

金山町全町民に向けた防災無線

放送から流れ、心地よい響きとなっている。毎日、

同じメロディーであるが、晴れの日は爽やかに、

雨の国はしっとりと潤いのあるものになり、新鮮

さを感じさせてくれる。

こんな生活の中で、お、と、過去にお世話になっ

た人の群像が甦ってくる。それも、一つの場面で

二つの群像が対比して現れてくる。
一つ目の場面は、早 く世を去った親父と101歳

まで生き抜いた御袋の二人である。親父は厳しかっ

た。私の行為に対して 「良い 。悪い」をはっきり

と言う人だった。学校で怒られたことが親父に伝

から 「則雄、また、怒られたか。反省し、明日か

ら、がんばるんだぞ。」と支えてくれた。親父の

しつけの厳しさと御袋の温かさは、見事に調和の

とれたものになっていた。

二つ目は、中学校時代に職員室に呼ばれ、怒ら

れたときの二人の先生の姿である。担任の先生は

厳しさ一方の怒り方であり、こちらから口を挟む

勇気もなかった。そのとき、担任の近くに居られ

た先生から、「則雄君、随分、叱られたね。後は

名誉挽回。期待 しているから。」と、心の後押 し

をしていただいたこと、これも、二人の先生の対

応が調和のとれたものになっていた。

私は、「行為の外在化と人格の内在化Jを 生徒

指導のキーワードにしたい。行為は明確に、心の

面の人格は温めておきたい。「罪を悪んで人を悪

まずJと いう諺が昔からあるではないか。

磐梯町では、町民各年代が気軽に参加できるい

ろいろな生涯学習、生涯スポーツを行っています。
中でも元気なお年寄りによるサークル 『磐梯大学』
が盛んに活動されています。
町内在住の 60歳 以上であれば誰でも参加する
ことが出来ます。毎年 4月 から12月 まで趣味の

講座、実技講座、講話や研修活動もあり自然、生

活、文化や趣味に至るまで幅広く学習して自己充

実を図っています。
趣味、実技の講座の内容を紹介 しますと、『ね
んど』や 『ちぎり絵』『エコ手芸』から 『水墨画』
といった幅広いアートの講座ではやはり長年の経
験で養ってきた感性に講師のちょっとしたアドバ

イスですばらしい作品が出来上がり、大学生同士
で自慢しあい切磋琢磨する様子が窺えます。
それに、秋に行われる磐梯町文化祭には大学で
の成果品の展示を行いますので、大学生のみなら

ず、町内のいろんな世代に向けたアピールの場と
なり、作品にも力が入るところです。
それに加え 『カラオケ教室』もあり日頃鍛えた
のどに一層の磨きをかけるべく努力されてt、る方
もいらっしゃいます。
また、 3B体 操、グラウンドゴルフといったス

ポーツ講座では自分の体を無理なく動かし、まだ
まだ若いものには負けないといった気概が窺えま
す。
こうした講座では少年教室 『ばんだいっ子クラ
ブ』とのコラボもあり、孫ぐらいの異年齢間の交
流で、丁寧にルールやプレイの説明や作業の手ほ
どきをしたり、一層ハッスルしたりする方もいらっ

しゃいます。
講話では磐梯町の歴史を聞いてわが町を再発見

磐梯町教育委員会

したり、体を動かしながら 『太極奉』の受講も体

験したり、今まで未体験だった分野に興味が向け

られることもあります。
研修活動では、県内はもちろん県外研修も計画
され、視野をひろげ明日への活力を養い多くの上

産を孫に買って満足のいく研修となっています。
この 『磐梯大学』では皆勤賞の制度もあり、み

なさんその達成に向けて講座を休むことなく出席

するよう心がけています。何よりも異年齢間の交

流で生き生きとされる様子は、大学生一人一人の
パワーとなりそれが町全体に波及し町が元気にな

る源であると思います。

ち
ぎ
り
絵

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

■
二
圏
□
襲
醸
苺
≡

箸
や
曳
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『春
の
訪
れ
』

喜
多
方
市
立
会
北
中
学
校

二
年

上

野

桂

育

身の回りにある草花を表現し

ました。色材として和紙を細か

く千切つて貝占り付けました。和

紙は水彩絵の具を用いて染色し

ました。従来の方法とは異なる

根気がいる作業となりましたが、

集中して取り組むことができま

した。
指導者 馬 場  尚

『あ
か
ぺ
こ
ち
ょ
さ
ん
ば
こ
』

会
津
若
松
市
立
鶴
城
小
学
校

一
年

鈴

木

麻

生

ラップの芯を組み合わせて、

じょうぶな貯金箱を作りました。

形は 「うちでのこづち」を、模

様は会津で有名な 「赤ぺこ」を

イメージしています。
色紙をていねいに貼り合わせ

ながら、赤ぺこの色やかわいら

しい模様を出しています。

指導者 松 浦 広 美

『大
　
洋
』

三
島
町
立
三
島
中
学
校

一
年

細

堀

丁寧な筆遣いで言葉の意味の

ように雄大でのびのびと書かれ

た、いい字です。行書の特徴を

理解し、形の変化や行書の基本

点画の筆遣いがよくできていま

す。柔らかな筆圧の変化と線の

連続性も見事です。

指導者 木 野 秀 樹

地自

校も
LL

西会津町立

奥川小学校

校 長

佐藤 寅 記

奥
川
小
学
校
の
子
供
た
ち
は
、

伝
統
的
な
合
奏
活
動
と
厳
し
く
も

・温
か
な
地
域
の
教
え
、
そ
し
て
豊

か
な
自
然
を
通
し
て
育
ん
だ
思
い

や
り
や
協
調
の
態
度
に
秀
で
て
お

り
、
何
事
に
も
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

次
年
度
、
統
合
を
控
え
た
奥
川

小
の
校
長
と
し
て
、
「
心
豊
か
な

人
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
町
の
方

針
を
基
盤
に
据
え
、
子
供
た
ち

・

保
護
者
の
想
い
や
不
安
、
学
校
の

課
題
を
明
確
に
し
て
、
組
織
的
で

着
実
な
学
校
経
営
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

私
の
持
ち
味
で
あ
る
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
教
職
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
堅
固
な
も
の
に
す
る
と

と
も
に
地
域
の
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
な
ど
、
先
生
方
や
地

域
の
よ
さ
、
強
み
を
引
き
出
し
生

か
し
な
が
ら
標
記
の
児
童
像
、
学

校
像
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
任
教
頭
と
し
て

八
月

一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

新
任
教
頭
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

緊
張
の
中
、
二
十
四
人
の
生
徒
の

大
き
な
声
で
の
校
歌
に
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
前
例
の
な
い
時
期
の
異

動
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
、
保
護
者

の
方
、
地
域
の
方
、
先
生
方
と
の

出
会
い
を
よ
り

一
層
大
切
に
し
、

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
職

務
に
当
た

っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

昭
和
中
の
合
い
言
葉
は
、
軍
心

を
高
く
持
ち
、
自
ら
の
意
志
で
可

能
性
に
挑
戦
す
る
」
で
す
。
福
島

県
の
復
興
に
は
、
教
育
の
力
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
実
践
が
、

生
徒
の
可
能
性
を
よ
り
広
げ
、
復

興
を
後
押
し
し
、
多
く
の
方
々
の

幸
せ
に
貢
献
す
る
こ
と
を
信
じ
て
、

校
長
先
生
の
指
導
の
下
、
組
織
の

力
を
最
大
限
に
生
か
し
、
教
育
活

動
に
追
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和村立

昭和中学校

教 頭

橋本 公 秀

新
採
用
教
諭
と
し
て

喜多方市立

第二中学校

教 諭

小針由美子
l

四
月

一
日
か
ら
新
採
用
教
諭
と

し
て
、
喜
多
方
市
立
第
二
中
学
校

に
着
任
し
ま
し
た
。
新
し
い
土
地

へ
の
赴
任
で
不
安
や
緊
張
の
毎
日

で
し
た
が
、
素
直
で
素
朴
な
生
徒

と
接
す
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と

緊
張
も
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

蔵
の
町
で
有
名
な
喜
多
方
に
は

沢
山
の
地
域
行
事
が
あ
り
、
祭
り

に
積
極
的
に
参
加
す
る
生
徒
た
ち

の
様
子
を
垣
間
見
て
、
生
徒
た
ち

が
校
外
で
も
し

っ
か
り
と
地
域
に

貢
献
し
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
地
域
が

一
丸
と
な

っ

て
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
る
こ
と

に
感
激
し
、
こ
の
よ
う
な
地
で
教

育
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
自
分
自
身
も
地
域
の

一
員
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
教
育

に
全
力
で
取
り
組
み
、
生
徒
の
生

き
生
き
と
し
た
表
情
に
毎
日
出
会

え
る
よ
う
自
分
自
身
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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